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１．背景
紙飛行機の世界は、気軽に行う遊びから本格的な競
技まで、奥深い世界が広がっている。本格的な紙飛行
機を作るにあたっては、一枚の紙を折るだけで作る折
り紙飛行機、紙を切り折りし、貼って作る切り折り紙
飛行機、そして組み立て式紙飛行機が代表的なもので
ある。折り紙飛行機は2009年６月、国際宇宙ステーショ
ン（ISS）に長期滞在していた若田宇宙飛行士が試みた
「おもしろ宇宙実験」で、無重力の中、紙飛行機を飛
ばす実験を行い、話題となった。
組み立て式紙飛行機は、毎年地方予選を経て行われ
るジャパンカップ全日本紙飛行機選手権大会（ジャパ
ンカップ）が2009年の大会で16回を迎えた。紙飛行機
に関わる人々は、とても真剣に、そして楽しみながら
研究や競技を続けているようである。楽みながら行う
からこそ、継続できる。それはさまざまな運動を考え
たときにも同様のことが考えられる。
われわれは紙飛行機を生活の一部に取り入れていく
ことによる効果を報告している??。紙飛行機愛好家を
対象に行った調査によると、紙飛行機を行う理由・目
的の第１位は、「楽しみ・楽しいから・作る楽しみ・飛
ばす楽しみ」であった。次に「心や身体の健康」、「仲
間がいるから・交流のため」と続いた。紙飛行機の効
果としても、第１位が「健康維持」、次いで「家族との
コミュニケーション・友人との交流」、「（頭と身体の）
運動」、さらに「ストレス解消」となった。さらに、調
査した対象者全員が「紙飛行機を行うことは健康づく
りに役立っていると思う」と答えていた。このほかに
も多くの効果が認められたが、挙げたものだけでも現
代の高齢化社会が抱える問題を解決する可能性を紙飛
行機が持っているような気がしてならない。しかし、
高齢者が抱える多くの問題を解決して行くにあたって
は、若い頃からの生活習慣改善が求められていると考
える。
群馬大学における全学共通科目は群馬大学の教育理
念を実現するための科目で、以後の大学生活において
必要とされる学修の方法・技法を修得し、また大学生
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活を送るにあたって必要な自己管理能力をも合わせて
身につけることを目的としている。その全学共通の科
目の一つに「健康科学」がある。「健康科学」は、生涯
を健康に全うするために基本となる健康観と実践力を
広い視点から学修することを目的としている??。健康
科学の授業科目として、「健康学原論」（半期２単位）
は全学共通科目（必修）と位置づけられている。「健康
学原論」の目標は、肉体の強さを求める「ヒト」であ
ると同時に社会を構成する「人間」であることの両面
から、より高い健康状態を求めることを科学するもの
である??。授業内容は、スポーツ・身体運動と健康科学
に関する理論を関連させ、総合科目的・輪講的に展開
されるものである??。健康科学に関する理論は、全学生
に対して講義が行われ、スポーツ・身体運動は、指定
された複数種目の中から学生が種目を選択し、その種
目を実施していくという構成である。
この「健康学原論」のスポーツ・身体運動の種目と
して「軽スポーツ 紙飛行機」を取り入れて12年が経過
した。紙飛行機を軽スポーツとしてとらえることに疑
問を抱く人は少なくない。紙飛行機と運動に関する研
究として、紙飛行機の飛行練習中の運動の質および量
に関する研究から、紙飛行機の飛行練習は軽度から中
程度の運動強度があり、運動トレーニングとしても有
効であることが示唆されている??。また、機体の射出方
法や回収方法を変えることで、運動量をコントロール
することができることが明らかになっている??。さら
に、現在糖尿病や高血圧の運動療法にウォーキング等
の有酸素性の運動が用いられている??ことから、紙飛
行機の機体回収時の歩行や走行が同様の運動療法に応
用できることが考えられている??。また、われわれは紙
飛行機を用いた活動が、紙飛行機愛好者に与える影響
について報告している??。
このように健康教育を考える上で、多くの効果が期
待される紙飛行機を使い、軽スポーツとして大学の授
業で行うことによって、大学生に与える影響はどのよ
うなものなのか。紙飛行機の授業の効果の確認と今後
の授業改善の課題を明らかにするため、教養教育「健
康学原論」で「軽スポーツ 紙飛行機」を選択した学生
を対象に、紙飛行機の授業が学生に与える影響につい
て検討を行った。
２．研究目的
「健康学原論」は、全学の学生が共通して履修しな
ければならない基礎的かつ普遍的な「全学共通科目」
であり、１年次の履修科目である。授業内容は、スポー
ツ・身体運動と健康科学に関する理論とを関連させ、
総合科目的・輪講的に展開されるものである??。健康科
学に関する理論では、１．「体力評価法」、２．「生活習
慣病予防」、３．「救急処置法」、４．「精神の健康」、５．
「ボランティア実践」、６．「疾病対策」の講義が全学
生に対して行われ、スポーツ・身体運動は、指定され
た複数種目の中から学生が種目を選択し、その種目を
実施していくという構成である。そのスポーツ・身体
運動の種目として「軽スポーツ 紙飛行機」がある。前
年度の研究??では、毎回の授業後に提出されたレポー
トおよび５回の実技授業終了後に提出された最終課題
レポートをもとに、「軽スポーツ 紙飛行機」の授業が
学生に与える影響および授業の評価を行った。しかし、
記名のレポートから授業の評価や改善点を明らかにす
ることには限界があった。そのため、今年度は無記名
のアンケート調査を行い、その結果と最終レポートと
を併せての授業評価を行った。授業評価については、
以下のねらいを達成できたかどうか評価することとす
る。
「軽スポーツ 紙飛行機」のねらいに関する観点は、
１．「関心・意欲・態度」、２．「知識・理解」、３．「技
能・表現」、４．「思考・判断」の４つが挙げられる。
授業のねらい⑴ 「関心・意欲・態度」
・紙飛行機の基本的構造や揚力の発生および飛行時
の制御技術について興味・関心を持つことができ
る。
・よく飛ぶ飛行機を作りたい、うまく飛ばすための
ポイントを知りたい、調整方法を覚えたいなど、
紙飛行機作り・紙飛行機を飛ばす練習に対する意
欲を持つことができる。
・自然を感じながら紙飛行機を飛ばす練習を行う中
で、自然環境について興味を持つことができる。
授業のねらい⑵ 「知識・理解」
･紙飛行機を飛ばす中で、「無意識のうちに行われて
いる運動」について理解することができる。
・工作時の指先による細かな作業が脳へ及ぼす影響
について、理解することができる。
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・運動することで身体や心の変化を感じることがで
きる。
・気候、気象について理解できる。
授業のねらい⑶ 「技能・表現」
・丁寧に機体を作り上げることができる。
・自分の機体に思い描いたようなマーキング・ペイ
ンティングができる。
・自分の紙飛行機の飛び方を観察し、適切な調整方
法を選択することができる。
・紙飛行機を用いた活動を、ストレス解消やリラク
ゼーションに役立てることができる。
授業のねらい⑷ 「思考・判断」
・現在の気候、気象、地形などについて理解し、適
切な飛行方法を選択することができる。
・自分の紙飛行機の飛び方を観察し、調整方法を工
夫することができる。
・他者との関わりの大切さを感じることができる。
・お互いの練習環境の保全や安全の確保ができる。
・自分または他者の失敗から学ぼうと、考えること
ができる。
３．方法
生涯を健康に全うするために基本となる健康観と実
践力を広い視点から学修することを目的とした??「健
康科学」の授業に紙飛行機を用いることで、その授業
が学生にどのような影響を与えるのか、紙飛行機を用
いた授業の効果の確認と問題点を明らかにするため
に、2009年４月～６月に群馬大学の教養教育「健康学
原論」のスポーツ・身体運動の種目において、「軽スポー
ツ 紙飛行機」を選択した学生を対象に調査を行った。
調査は、初回の授業の日に行った ①授業前アンケー
ト、５回の実技授業の終了後に配布した ②無記名の
授業後アンケートおよび ③最終レポートを用いて
行った。①授業前アンケートでは、受講者の運動経験、
紙飛行機経験、紙飛行機を選択した理由等を調査し、
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表１ 授業日の気象
天気? 日照時間?（分/50分中）
気温?
（℃）
相対湿度?
（％）
風?(?)
平均 最大
第１回 くもり 0 16.4 74.7 4.62 9.8
第２回 晴れ 50 16.2 22.5 4.05 4.7
第３回 くもり 0 22.8 60.2 2.0 4.9
第４回 晴れ 50 25.4 26.8 2.2 5.7
第５回 くもり 7 23.3 56.3 2.1 5.6
?紙飛行機を飛ばす練習をした時間、午前11時00分～11時50分の気象（気象庁 前橋気象台発表）
?気温、相対湿度、風（平均）は50分間の平均値を示した。
表２ 授業の内容
授業内容
第１回 ・とぶとぶプレーン（スチレン製の飛行機）（写真１）の作製
・飛ばし方の簡単な説明と安全に飛ばすための注意
・グラウンドで飛ばす練習
第２回 ・スカイカブⅣ（写真２）の作製
・教室で飛行の調整方法と基本的な飛ばし方の説明
・グラウンドで飛ばす練習
第３回 ・紙飛行機の基礎理論学習
（１．飛行機が飛ぶ仕組み ２．紙飛行機の種類 ３．気象と飛行の関係 ４．紙飛行機の運動効果・
学習効果 ５．紙飛行機が心身の健康に与える効果 ６．紙飛行機競技会の歴史 等）
・紙飛行機の飛ばし方について
（１．基本的形状の確認 ２．調整飛行と基本的調整方法 ３．手投げによる飛ばし方について
４．ゴムカタパルトを用いた飛ばし方について ５．安全について 等）
・スカイカブⅡのマーキング・ペインティングを宿題として課す
第４回 ・スカイカブⅡ（写真３）にマーキング・ペインティングの仕上げ・確認
・スカイカブ?の作製およびクリアラッカーを使い、仕上げ作業
第５回 ・実技授業のまとめ（紙飛行機を用いた活動の効果についてとその効果の役立て法）
・作製した全機種（とぶとぶプレーン、スカイカブⅣ、スカイカブⅡ）を飛ばす
・実機シリーズ（一例：写真４）の作製を宿題として課す
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アンケートは授業内に回収した。②無記名の授業後ア
ンケートでは、授業評価や、授業内容の理解度、受講
者が努力した点、紙飛行機の授業が与える影響等を調
査し、③最終レポートは「紙飛行機の授業を通して学
んだことおよび感想」を書かせ、提出期限・場所を指
定し、回収を行った。②無記名アンケートを用いて、
授業評価、男女別および学部別の授業評価の比較を
行った。
５回の実技授業日の気象（表１）と授業の内容（表
２）をまとめた。紙飛行機を飛ばす練習は４回行った。
なお、授業の中では、二宮康明氏の設計による株式会
社エ ・ージー社製???のスチレン製飛行機「とぶとぶプ
レーン」、ホワイトウイングスシリーズの「レーサース
カイカブ?」および「レーサースカイカブ?」を使用
し、第５回授業後の宿題として、実機シリーズの「ホ
ワイトウイングスBook1585」の中から好きなものを
一機選ばせた。
統計処理
男女比較、学部別、および回答別の比較を行う際は、
クロス集計を用い、独立性の検定を行った。なお、統
計処理には統計解析ソフトSPSS15.0（SPSS社製）
を用い、有意水準はいずれの場合も危険率５％未満と
した。
４．調査結果および考察
全授業の出席率について、初回の授業の出席者は101
名（100.0％）であった。第２回目は99名（98.0％）、
第３回目は97名（96.0％）、第４回目は92名（91.1％）、
最終回は95名（94.1％）で、全５回の出席率の平均は
95.8％だった。
１）授業前アンケートの結果
①対象者の性別および学部
初回の授業に行った授業前アンケートの結果から、
写真１ とぶとぶプレーン（スチレン製飛行機)
（学生の作品１）
写真２ スカイカブⅣ（学生の作品２)
写真４ ペイントティングされた実機シリーズの一例
（学生の作品４）
写真３ マーキング・ペインティングされたスカイカブⅡ
（学生の作品３）
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本授業受講者の基本データをまとめた。調査対象は教
養教育「健康学原論」の「軽スポーツ 紙飛行機」を選
択した学生101名、男性47名（46.5％）、女性54名
（53.5％）であった。学部は医学部医学科生22名
（21.8％）、医学部保健学科生54名（53.0％）、工学部
生17名（16.8％）、社会情報学部生８名（7.9％）であっ
た。
②運動・スポーツ経験
運動・スポーツに真剣に打ち込んだことがある学生
は67名（66.6％）、「ない」と回答した学生は34名
（33.0％）であった。
③軽スポーツ 紙飛行機は第１希望か
「軽スポーツ 紙飛行機」が第１希望だった学生は
90名（89.1％）、残りの11名（10.9％）は第２希望だっ
た。
④紙飛行機を飛ばした経験について
紙飛行機を飛ばした経験がある者は83名（82.0％）
で、誰と行ったかについては、「クラスメイト／友人」
67名（80.7％）、「親」13名（15.7％）、「兄弟」13名
（15.7％）、「ひとり」12名（14.5％）、「先生」２名
（2.4％）、「祖父」１名（1.2％）であった。紙飛行機
を行った目的は、「遊び／楽しみ／競争」66名（79.5％）、
「暇つぶし」９名（10.8％）、「何となく」４名（4.8％）、
「授業」が２名（2.4％）、「工作クラブ」１名（1.2％）、
であった。使った素材については、「キット」と回答し
た１名を除いて、プリント用紙、折り紙、広告等の紙
であった。
⑤この授業を選択した理由および興味のある点
受講者が授業を選択した理由（表３）および授業で
興味のある点（表４）をまとめた。授業を選択した理
由として、「将来役に立ちそうだから」という回答は０
名であった。
２）第１回および第２回目の授業時の心拍数の変化
紙飛行機を用いた運動中の心拍数の変化を調べるた
めに、ランダムに選んだ受講生６名（男子学生３名、
女子学生３名）の了解を得た上で、スポーツ心拍計
（Heart Rate Monitor 810ｉ：POLAR社製）を着用
させ、第１回目および第２回目の授業時に測定した。
第２回目の心拍数の測定中に何らかのトラブルがあ
り、女子学生２名の第２回目の授業時の心拍数データ
を残すことに失敗した。
男子学生１名の第１回および第２回目の授業時の心
拍数の変化を図に示した（図１：スチレン製飛行機を
用いての飛行練習における心拍数の変化（授業第１回
目）、図２：紙飛行機（スカイカブ IV）を用いての飛行
練習における心拍数の変化（授業第２回目））。また、
受講生４名の第１回目の授業時の安静時心拍数（５分
間の平均）の平均は70.8±8.2（拍／分）、運動時心拍
数（20分間の平均）の平均は110.8±22.1（拍／分）、
第２回目授業時の安静時心拍数の平均は69.8±
2.8（拍／分）、運動時心拍数の平均は94.1±11.7（拍／
分）であった。
表３ この授業を選択した理由（選択肢より)
（複数回答あり）
（人) （％)
飛ばすのが楽しいそう 78 77.2
作るのが楽しそう 67 66.3
新しいことで興味を持った 35 34.7
運動やスポーツが得意ではないから 32 31.7
らくそうだから 18 17.8
人と競うことが好きではないから 9 8.9
体を動かすことが好きではないから 7 6.9
何となく 6 5.9
友達が選んだから 1 1.0
将来の役に立ちそうだから 0 0.0
その他 9 8.9
その他の記述：
「紙飛行機やラジコン系など、動くものが好きだから」
「紙飛行機が好きだから」、「工作も好きだから」
「物理が好きで興味を持ったから」
「紙飛行機がなぜスポーツなのかが気になったから」
「大空を飛び立って欲しいという願い、いや夢」
「大学生になって紙飛行機の授業があることが斬新だっ
たから」
「すごい新鮮だったから」
「他の競技が苦手だったから」
表４ どのようなことに興味がありますか？（選択肢より)
（複数回答あり）
（人) （％)
紙飛行機が飛ぶ仕組み 65 64.4
紙飛行機の調整方法 53 52.5
気象条件と飛行の関係 30 29.7
紙飛行機の運動効果 24 23.8
紙飛行機が心理面に与える影響 18 17.8
紙飛行機競技会について 15 14.9
紙飛行機の歴史 10 9.9
紙飛行機が生活に与える影響 8 7.9
特になし 3 3.0
その他 4 4.0
その他の記述：
「どこまで飛ぶのか」、「大空を飛んでいること」
「紙飛行機のデザイン」、「紙飛行機の形」
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表５および図１、２を比較すると、スチレン製飛行
機を用いた時の方が、スカイカブ?を用いた時よりも
運動時の心拍数が高くなっていることがわかる。同様
の心拍数の差が、他の３名の学生にもみられた。スチ
レン製飛行機はほとんど調整を必要とせず、未経験者
でも比較的簡単に飛ばすことが可能になる機体であ
る。また、想像以上に飛ぶスチレン製の飛行機をみて、
学生の紙飛行機のイメージを一気に変える機体であ
る。一方、スカイカブ?は作成時からの丁寧な作業が
影響し、また調整能力も必要とされる。たとえうまく
飛ばすための理論が理解できたとしても、実際うまく
飛ばすためには苦労する。運動量を心拍数からみた場
合、明らかに第２回目のスカイカブ?を用いた運動の
方が、低い強度の運動となっている。しかし、心拍数
からは測りとれないが、スカイカブ?を調整する際、
うまく飛ばすためにどうしたらいいのかと、常に考え
ながらそして指先を動かしながら活動を行っている。
このような紙飛行機を調整をする時間は、紙飛行機を
用いた運動の中でとても重要になってくる。このこと
から、調整時の活動について明らかにする必要性は考
えられ、何らかの測定機器を用いて調整時の活動につ
いて詳しく明らかにしていくことは今後の課題とな
る。
３）無記名の授業後アンケートの結果
①アンケート回収率
無記名の授業後アンケートの回収は95名分（94.0％）
（男子学生43名：45.3％；回収率91.5％、女子大学生
52名：54.7％；回収率96.3％）であった。学部は、医
学部生（医学科・保健学科）68名（71.6％）（回収率：
89.5％）、工学部生16名（16.8％）（回収率：94.1％）、
社会情報学部生８名（8.4％）（回収率：100％）、記入
なしが３名（3.2％）であった。回収されたアンケート
から、授業の評価を行った。
②授業の満足度
授業を楽しめたかどうかについて、86名（90.5％）
が「楽しめた」と答え、残り９名（9.5％）が「だいた
い楽しめた」と答えた。
男女別でみると、「楽しめた」が男子学生38名
（88.4％）、女子学生48名（92.3％）で、男子学生の９
割弱、女子学生の９割以上が「楽しめた」と回答し、
残りは「だいたい楽しめた」であった。
学部別では、医学部生および工学部生の９割以上、
社会情報学部生の９割弱が「楽しめた」と答えた。
授業の満足度については、「満足できた」が81名
（85.3％）、「だいたい満足できた」が13名（13.7％）、
「あまり満足できなかった」が１名（1.1％）であった
（表６）。「あまり満足できなかった」理由は、「もっと
表５ 男子学生１名の心拍数 スチレン製飛行機を用いた場合（左）、スカイカブⅣを用いた場合（右)
運動前の安静時心拍数
（５分間の平均）
（拍/分）
飛ばす練習時の心拍数
（20分間の平均）
（拍/分）
運動前の安静時心拍数
（５分間の平均）
（拍/分）
飛ばす練習時の心拍数
（20分間の平均）
（拍/分）
80.0±6.2
143.6±20.9
（最高心拍数177）
71.6±7.2
111.1±9.2
（最高心拍数129）
図１ スチレン製飛行機を用いて飛行練習を行った時の心
拍数の変化
図２ スカイカブⅣを用いて飛行練習を行った時の心拍数
の変化
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体を動かしたかったから」だった。受講生の心拍数の
測定により、スカイカブ?よりも、とぶとぶプレーン
を用いた方が活動時の心拍数が高くなることが明らか
になった。また、先行研究から、ゴムカタパルトを使
用するよりも手投げで射出した方が、運動強度が高く
なることが明らかにされている??。このことから、とぶ
とぶプレーンを手投げで飛ばしやすいよう工作し、運
動強度を上げるため手投げで射出する等、運動強度を
上げるための工夫を行い、運動強度を各自コントロー
ルさせる試みを授業で展開していく必要性が考えられ
た。
「だいたい満足できた」理由は、「もっと飛ばしたかっ
た」、「もっと回数を重ねて楽しみたかった」という記
述が目立ち、時間がもっとほしかった、授業回数がもっ
とほしいという記述が多かった。
男女別に比較すると、「満足できた」と回答した男子
学生が34名（79.1％）、女子学生が47名（90.4％）で、
女子学生の割合の方が高かった（表６）。
学部別では、「満足できた」という回答が、医学部生
59名（86.8％）、工学部生14名（87.5％）、社会情報学
部生６名（75.0％）、学部未記入者２名であった。
③授業内容の理解度
授業の内容の理解度は、「理解できた」が77名
（81.1％）、「だいたい理解できた」が18名（18.9％）
であった。「だいたい理解できた」と回答した学生の理
解できなかった内容は、「紙飛行機の調整方法」（５名）、
「上手な投げ方」（２名）と、上手に飛ばすための技術
に関する記述だった。
男女別にみると、「理解できた」と回答した男子学生
は38名（88.4％）、女子学生は39名（75.0％）で、男子
学生の割合の方が高かった。
学部別では、「理解できた」が医学部生53名（77.9％）、
工学部生14名（87.5％）、社会情報学部生８名（100％）
であった。
④紙飛行機の調整方法の理解度
紙飛行機の調整方法の理解について、「理解できた」
が18名（18.9％）、「だいたい理解できた」が72名
（75.8％）、「ほとんど理解できなかった」が４名
（4.2％）、「理解できなかった」が１名（1.1％）であっ
た（表６）。興味ある結果として、紙飛行機の調整方法
の理解について「ほとんど理解できなかった」および
「理解できなかった」と回答した受講者（５名）のこ
の授業の感想と満足度は、全員「楽しめた」、「満足で
きた」であった。また、授業以外の時間、「屋外で紙飛
行機を飛ばした」が３名、「屋内で飛ばした」１名と、
積極性がみられた。さらに、３名が紙飛行機を続けた
表６ 軽スポーツ（紙飛行機）の授業（計５回）に満足できましたか？
男子学生
（人） （％）
女子学生
（人） （％）
合計
（人） （％）
満足できた 34 79.1 47 90.4 81 85.3
だいたい満足できた 8 18.6 5 9.6 13 13.7
あまり満足できなかった 1 2.3 0 0.0 1 1.1
「だいたい満足できた」と回答した理由（７名）
１．もっと紙飛行機を飛ばしたかった（２名）
２．もっと回数を重ねて楽しみたかった
３．紙飛行機を飛ばす時間が短かったから
４．うまく飛ぶコツがつかめたわけではなかった
５．楽しかったけど、運動をしたという気分にはなれなかった
６．少し似かよった機体があるのが残念だった
６名は、理由記入なし
「あまり満足できなかった」理由（１名）
１．もっと体を動かしたかったから
表７ 紙飛行機の調整方法を理解できましたか？
男子学生
（人） （％）
女子学生
（人） （％）
合計
（人） （％）
満足できた 34 79.1 47 90.4 81 85.3
だいたい満足できた 8 18.6 5 9.6 13 13.7
あまり満足できなかった 1 2.3 0 0.0 1 1.1
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いと回答し、５名全員が「この授業は今後に役に立つ
と思う」と回答していた。
男女間の比較では、紙飛行機の調整方法の理解度に
差が認められ、女子学生の調整方法の理解度が有意に
低かった（ｐ＜0.01）（表７）。
学部別に検討した結果、「ほとんど理解できなかっ
た」４名（5.9％）および「理解できなかった」１名
（1.5％）が医学部生だったことがわかった。
⑤調整がうまくでき、紙飛行機をうまく飛ばすこと
ができたか
調整がうまくでき、紙飛行機をうまく飛ばすことが
できたかどうかについて、「できた」は９名（9.5％）、
「何度か、うまく飛ばすことができた」が74名
（77.9％）、「調整できず、あまり飛ばなかった」が12
名（12.6％）であった（表８）。「うまく調整ができ、
うまく飛ばせた」が１割弱であったことから、さらに
数時間、調整や飛ばす練習のための時間が必要なこと
がわかる。
男女別の比較では、「うまく調整ができ、うまく飛ば
せた」と回答した男子学生は７名（16.3％）だったの
に対して、女子学生は２名（3.8％）で、女性の割合が
低かった。
学部別に検討をしたところ、社会情報学部生で「う
まく調整ができ、うまく飛ばせた」と回答した学生は
０名、「うまく調整ができず、あまり飛ばなかった」と
回答した割合（３名：37.5％）が高かった。
⑥紙飛行機のどのようなところに興味を持ったか
紙飛行機のどのようなところに興味を持ったかにつ
いて、「工作」（70.5％）という回答が一番多く、次に
「紙飛行機の調整方法」（50.5％）、「気象条件と飛行の
関係」（45.3％）、「運動としての紙飛行機遊び」（43.2％）
と続いた（表９）。
⑦努力した点
受講者が努力した点について、「丁寧に紙飛行機を
作った」という回答が77.9％、「うまく飛ばすために試
行錯誤した」が69.5％、「自分で機体を調整できるよう
努力した」が54.7％あることから、紙飛行機作り・紙
飛行機を飛ばす練習に対する意欲がみられた（表10）。
⑧自己の心理面へのいい影響
「紙飛行機を用いた授業の中で、自己の心理面にい
い影響を与えていると感じた時がありましたか？」と
いう質問に対して「あった」は94名（99.0％）、回答な
しが１名（１％）であった。心理面にいい影響を感じ
たときについて、「うまく飛んだ自分の紙飛行機を眺め
ているとき」（73名：77.7％）という回答が一番多く、
「工作をしているとき」（55名：58.5％）、「空を眺めて
いるとき」（49名：52.1％）、「うまく飛ばなかった紙飛
行機が飛ぶようになったとき」（43名：45.7％）という
回答が続いた。紙飛行機を眺める事や、紙飛行機作り
に集中することが、心理面にいい影響を与える効果が
あったということが考えられた。その他の結果につい
ては表11に示した。
表８ 調整がうまくでき、紙飛行機をうまく飛ばすことができましたか？
男子学生
（人） （％）
女子学生
（人） （％）
合計
（人） （％）
うまく調整することができて、うまく飛ばすことができた 7 16.3 2 3.8 9 9.5
何度か、うまく飛ばすことができた 31 72.1 43 82.7 74 77.9
うまく調整できず、あまり飛ばなかった 5 11.6 7 13.5 12 12.6
表９ 紙飛行機のどのようなところに興味を持ちました
か？（選択肢から） （複数回答あり）
(人) (％)
工作 67 70.5
紙飛行機の調整方法 48 50.5
気象条件と飛行の関係 43 45.3
運動としての紙飛行機遊び 41 43.2
機体のデザイン 32 33.7
飛行に関する力学 26 27.4
紙飛行機の運動効果 24 25.3
ペインティング・マーキング 22 23.2
紙飛行機が心理面に与える影響 14 14.7
紙飛行機競技会 13 13.7
自然環境 7 7.4
紙飛行機の歴史 6 6.3
表10 紙飛行機の授業において、努力した点はどこです
か？（選択肢から） （複数回答あり）
(人) (％)
丁寧に紙飛行機を作った 74 77.9
うまく飛ばすために試行錯誤した 66 69.5
自分で機体を調整できるよう努力した 52 54.7
注意された点を守った 27 28.4
ペインティング・マーキングをうまくで
きるようにした
20 21.1
気象条件を考えながら飛行練習を行った 15 15.8
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男女間で差がみられた結果は、「機体の調整をしてい
るときに心理面にいい影響を感じた」と回答した女子
学生が３名（5.8％）だったのに対し、男子学生は13名
（31.0％）と有意に高い割合であった。また、「空を眺
めているときに心理面にいい影響を感じた」と回答し
た男子学生17名（39.5％）に対し、女子学生は32名
（61.5％）で男子学生よりも有意に高い割合だった。
さらに、うまく調整ができ、うまく紙飛行機を飛ば
すことができたかどうかに対する回答別に、群分けを
行い、「心理面にいい影響を感じたとき」に対する回答
を比較した（「うまく調整ができ、うまく紙飛行機を飛
ばすことができた」（うまく飛ばせた群）９名、「何度
か、うまく飛ばすことができた」（何度か群）74名、「う
まく調整できず、あまり飛ばなかった」（あまり飛ばな
かった群）12名）。「うまく飛んでいる仲間の飛行機を
眺めているとき」という回答は、「何度か」群が31名
（41.9％）、「あまり飛ばなかった」群が５名（41.7％）
で、「うまく飛ばせた」群（０名：０％）と比較して高
い割合だった（ｐ＜0.05）。「空を眺めているとき」と
いう回答は、「何度か」群が40名（54.1％）、「あまり飛
ばなかった」群が７名（58.3％）で、「うまく飛ばせた」
群（２名：22.2％）よりも高い割合であった。これら
の結果から、うまく調整できず、うまく飛ばせなくて
も、紙飛行機を用いた活動の中で、他者や自然環境因
子が心理面にいい影響を与えていることが示唆され
た。
⑨紙飛行機を用いた遊びの運動特性についての理解
紙飛行機を用いた遊びの運動特性についての理解
は、「理解できた」が78名（82.1％）、「理解できたかっ
た」が17名（17.9％）であった。
男女間の比較では、「理解できた」と回答した男子学
生が37名（86.0％）、女子学生が41名（78.8％）で、男
子学生の割合の方が高かった。
学部間の比較では、それぞれの学部で「理解できた」
と回答した割合が８割以上だった。「紙飛行機を用いた
遊びの特性について理解できた」と回答した割合：医
学部生（医学科・保健学科）55名（80.9％）、工学部生
13名（81.3％）、社会情報学部生７名（87.5％）、学部
不明者３名。
⑩健康作りへの応用方法についての理解
健康作りの応用方法についての理解は、「理解でき
た」が72名（75.8％）、「だいたい理解できた」および
「若干理解できた」が１名（1.1％）、「理解できなかっ
た」が18名（18.9％）、その他２名（2.2％）、回答なし
１名（1.1％）であった。
男女間の比較では、「理解できた」と回答した男子学
生が31名（72.1％）、女子学生が41名（78.8％）で、女
子学生の割合の方が高かった。
学部間の比較では、医学部生（医学科・保健学科）
が「理解できた」と回答した割合が一番低かった。「健
康作りへの応用方法について理解できた」と回答した
割合：医学部生（医学科・保健学科）50名（73.5％）、
工学部生12名（75.0％）、社会情報学部生７名（87.5％）、
学部不明者３名。
?授業以外で紙飛行機を飛ばしたか
授業以外で紙飛行機を飛ばしたかどうかについて
は、「屋外で飛ばした」が13名（13.7％）、「屋内で飛ば
した」が51名（53.7％）、「屋内と屋外で飛ばした」が
５名（5.3％）、「飛ばさなかった」が26名（27.4％）だっ
た。
男女比較において、「飛ばさなかった」と回答した男
子学生は12名（27.9％）、女子学生は14名（26.9％）と
同じ割合であった。「屋外で飛ばした」および「屋内と
屋外で飛ばした」という回答は女子学生の割合が高く、
「屋内で飛ばした」という回答は男性の割合が高かっ
表11 心理面にいい影響を感じた時（選択肢から）
（複数回答あり）
(人) (％)
うまく飛んだ自分の紙飛行機を眺めてい
るとき
73 77.7
工作しているとき 55 58.5
空を眺めているとき 49 52.1
うまく飛ばなかった紙飛行機が飛ぶよう
になったとき
43 45.7
うまく飛んでいる仲間の紙飛行機を眺め
ているとき
36 38.3
完成した機体を眺めているとき 32 34.0
仲間と競争しているとき 31 33.0
ペインティング・マーキングをしている
とき
21 22.3
紙飛行機を追いかけて走っているとき 21 22.3
仲間と調整方法について話をしていると
き
17 18.1
機体の調整をしているとき 16 17.0
風がやむを待っているとき 5 5.3
その他 4 4.3
「その他」の記述（４名）
１．休憩して寝転がっているとき
２．競い合わなくても、友人と飛ばしているとき
３．友達が楽しそうに飛ばしているのを眺めているとき
４．友達とゆったりと話をしているとき
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た。「屋外で飛ばした」と回答した割合：男子学生３名
（7.0％）、女子学生10名（19.2％）、「屋内で飛ばした」
と回答した割合：男子学生26名（60.5％）、女子学生25
名（48.1％）、「屋外と屋内で飛ばした」と回答した割
合：男子学生２名（4.7％）、女子学生３名（5.8％）。
学部間の比較では、社会情報学部生の半数が「飛ば
さなかった」と回答し、飛ばした割合の方が高かった
他の学部と異なる傾向であった。「飛ばさなかった」と
回答した割合：医学部生（医学科・保健学科）18名
（26.5％）、工学部生２名（12.5％）、社会情報学部生
４名（50.0％）、学部不明者２名。
?今後も紙飛行機を続けてみたいか
今後も紙飛行機を続けてみたいかどうかについて、
「続けてみたい」が73名（76.8％）、「続けたくない」
が11名（11.6％）、その他が11名（11.6％）であった。
男女間の比較では、「続けてみたい」と回答した男子
学生が33名（76.7％）、女子学生が40名（76.9％）で同
じ割合であった。
学部間の比較では、工学部の学生が一番高い割合で
「続けてみたい」と回答した。「今後も続けてみたい」
と回答した割合：医学部生（医学科・保健学科）53名
（77.9％）、工学部生13名（81.3％）、社会情報学部生
６名（75.0％）、学部不明者１名。
?この授業は今後に役立ちそうか
この授業は今後に役立ちそうか？という質問に対し
て、「役に立つと思う」77名（81.1％）、「役に立たない
と思う」14名（14.7％）、その他２名（2.1％）、回答な
し２名（2.1％）であった。授業前アンケートのこの授
業を選択した理由で、「将来役に立ちそうだから」を選
択した学生はいなかったが、授業後のアンケートでは
８割以上が「今後、役に立つと思う」と答えた。
男女間の比較では、「役に立つ」と回答した男子学生
が30名（69.8％）、女子学生が47名（90.4％）で、女子
学生の割合の方が高かった。「どのような場面で役に立
ちそうですか？」に対する自由記述を男女別にまとめ、
比較したところ、女子学生では「リラクゼーション・
ストレス解消をするために紙飛行機を行いたい」、「楽
しく・気軽に運動する時」という記述が高い割合でみ
られた（表12）。また、男子学生では「また紙飛行機を
作るとき」の割合が高かった。「子供と遊ぶとき」とい
う記述は男女同じ割合でみられた。
学部間の比較では、「今後に役に立つと思う」と答え
た割合が、工学部の学生で一番低かった。「今後に役に
立つと思う」と回答した割合：医学部生（医学科・保
健学科）59名（86.8％）、工学部生９名（56.3％）、社
会情報学部生７名（87.5％）、学部不明者２名。
?紙飛行機は自己の健康作りに役立つと思うか
紙飛行機は自己の健康作りに役立つと思うか？とい
う質問に対して、「役に立つと思う」は83名（87.4％）、
「役に立たないと思う」は９名（9.5％）、その他が３
表12 どのような場面で役に立ちそうですか？に対する記述（「今後に役立つと思う」
と回答した学生77名の回答）
男子学生
（人） （％）
女子学生
（人） （％）
子供と遊ぶとき 6 20.0 9 19.1
リラクゼーション・ストレス解消 2 6.7 11 23.4
楽しく・気軽に運動するとき 2 6.7 5 10.6
また紙飛行機を作って飛ばすとき 5 16.7 1 2.1
子供ができたら 1 3.3 3 6.4
自己の健康作り 2 6.7 1 2.1
趣味・楽しみ 2 6.7 1 2.1
力学について学べたこと 1 3.3 1 2.1
野外活動 1 3.3 1 2.1
患者と接するとき 1 3.3 0 0.0
子供たちの健康作り 1 3.3 0 0.0
暇なとき 1 3.3 0 0.0
その他 1 3.3 2 4.3
回答なし 5 16.7 11 23.4
「役に立つと思う」男子学生30名、女子学生47名
「役に立たないと思う」男子学生10名、女子学生４名
「その他」男子学生３名
回答なし 男子学生１名、女子学生１名
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名（3.2％）であった。
男女間の比較では、「役に立つと思う」と回答した男
子学生が35名（81.4％）、女子学生が48名（92.3％）で、
男女共に紙飛行機が自己の健康作りに役に立つと考え
る割合は高かった。
学部間の比較では、「役に立つと思う」と答えた割合
が、工学部の学生で一番低かった。「自己の健康作りに
役に立つと思う」と回答した割合：医学部生（医学科・
保健学科）60名（88.2％）、工学部生12名（75.0％）、
社会情報学部生８名（100.0％）、学部不明者３名。
?総合的に評価して、この授業に積極的に参加でき
たか
総合的に評価して、この授業に積極的に参加できた
かどうか、「積極的に参加できた」は53名（55.8％）、
「どちらかというと積極的に参加できた」は41名
（43.2％）、回答不明が１名（1.1％）であった。
男女間の比較では、「積極的に参加できた」と回答し
た女子学生の割合（33名：63.5％）は男子学生（20名：
46.5％）よりも高かった。
学部間での比較では、医学部生は「積極的に参加で
きた」（41名：60.3％）が、「どちらかというと積極的
に参加できた」（26名：38.2％）より多かったのに対し
て、工学部生は半数ずつ、社会情報学部生は、「積極的
に参加できた」（３名：37.5％）よりも、「どちらかと
いうと積極的に参加できた」（５名：62.5％）と回答し
た方が多かった。
５．まとめ
無記名のアンケート結果（95名分）および最終レポー
ト（98名分）をもとに、本年度の授業のねらいを８割
以上の学生が達成することができたか検討した。なお、
最終レポート提出者は98名、未提出２名、単位認定者
１名であった。
授業のねらい⑴ 「関心・意欲・態度」
①紙飛行機の基本的構造や揚力の発生および飛行時
の制御技術について興味・関心を持つことができ
る。
②よく飛ぶ飛行機を作りたい、うまく飛ばすための
ポイントを知りたい、調整方法を覚えたいなど、
紙飛行機作り・紙飛行機を飛ばす練習に対する意
欲を持つことができる。
③自然を感じながら紙飛行機を飛ばす練習を行う中
で、自然環境について興味を持つことができる。
①のねらいについて、この授業の中で興味を持った
点について無記名アンケートで質問したところ、「紙飛
行機の調整方法」という回答が50.5％であった。また、
「飛行に関する力学」は27.4％となった。紙飛行機を
うまく飛ばすために重要となる理論なので、興味・関
心を持たせる工夫がさらに必要といえる。
②のねらいに対して、無記名アンケートで努力した
点を回答させたところ、「丁寧に紙飛行機を作った」
（77.9％）、「うまく飛ばすために試行錯誤した」
（69.5％）、「自分で機体を調整できるよう努力した」
（69.5％）という回答は比較的高い割合であったが、
８割には達しなかった。これらの点、特に調整方法に
関しては、時間的な問題が考えられる。時間をかけて
調整方法を覚えていく、そのような楽しみ方を授業に
盛り込ませていくことができるかどうかが今後の課題
である。
③のねらいに関して、この授業の中で興味を持った
点を質問したところ、「気象条件と飛行の関係」という
回答が45.3％だった。また、無記名アンケートで心理
面にいい影響を与えていると感じたときを尋ねたとこ
ろ、「空を眺めているとき」が52.1％、「風がやむのを
待っているとき」が5.3％であった。さらに、最終レポー
トからは、芝生で行う活動が学生の心理面にいい影響
を与えていると窺える記述があった。また、紙飛行機
から環境問題に発展した最終レポートもあった。今回
の結果では、この点に関しての興味・関心はそれほど
高くなかったが、この授業には、自然環境について興
味を持たせる機会が広がっている。現在は、紙飛行機
を用いた活動を通して、各学生に自然を感じてもらう
時間のみであるが、授業を発展させ、自然環境につい
て考える時間を設けていくことも有効的だと考える。
授業のねらい⑵ 「知識・理解」
①紙飛行機を飛ばす中で、「無意識のうちに行われて
いる運動」について理解することができる。
②工作時の指先による細かな作業が脳へ及ぼす影響
について、理解することができる。
③運動することで身体や心の変化を感じることがで
きる。
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④気候、気象について理解できる。
①のねらいに対して、無記名アンケートの紙飛行機
を用いた遊びの運動特性についての理解は、「理解でき
た」が82.1％、「理解できなかった」が17.9％であった。
無意識のうちに行われているさまざまな運動について
の理解度は高かった。
③のねらいに対して、無記名アンケートの「紙飛行
機を用いた授業の中で、自己の心理面にいい影響を与
えていると感じた時がありましたか？」という質問で
は、１名を除く94名が「あった」と回答した。紙飛行
機を用いた運動の中で心理面にいい影響を感じた時に
ついて、「紙飛行機を追いかけて走っているとき」と回
答した割合が22.3％であった。最終レポートでは、67
名（68.4％）が紙飛行機を飛ばす活動の中で感じた身
体や心の変化について表現していた。これらの結果か
ら、紙飛行機を用いた運動が心理面に与える影響は非
常に大きいことが明らかになった。表13は無記名アン
ケートの最後の自由意見で書かれた記述をまとめたも
のである。
②と④については、適切な質問項目が無く、次回の
検討課題としたい。
授業のねらい⑶ 「技能・表現」
①丁寧に機体を作り上げることができる。
②自分の機体に思い描いたようなマーキング・ペイ
ンティングができる。
③自分の紙飛行機の飛び方を観察し、適切な調整方
法を選択することができる。
④紙飛行機を用いた活動を、ストレス解消やリラク
ゼーションに役立てることができる。
①のねらいに対して、無記名アンケートでの回答「丁
寧に紙飛行機を作った」は77.9％で、８割に達しなかっ
た。この結果を受けて、丁寧に作ることの大切さをさ
らに強調していくことの必要性が考えられた。
②のねらいに対して、無記名アンケートの努力した
点で、「マーキング・ペインティングをうまくできるよ
うにした」は21.1％だった。また、最終レポートでマー
キング・ペインティングについて触れ、自身の出来栄
えに納得していた学生は44名（44.9％）であった。こ
のように、紙飛行機のマーキング・ペインティングを
イメージ通りに行うことができた学生は半数も達して
いたかった。イメージ通りにマーキング・ペインティ
ングをさせるためには、授業者のさらなる工夫が必要
である。紙飛行機を製作する前にマーキング・ペイン
ティングをすることから、いかに完成形をイメージさ
せるかがポイントとなる。最終レポートで目立った記
述は、マーキング・ペインティングしたことで愛着が
わき、丁寧に扱う様子、うまく飛ばしてあげたいとい
う気持ちが高まった様子、さらにうまくペインティン
グするための方法を見つけ出した様子が書かれてい
た。紙飛行機にマーキング・ペインティングを行うこ
とで愛着がわくことや、機体を大切に扱うようになる
という効果は先行研究???でも報告している。今回はさ
らに、うまく飛ばしてあげたいという気持ちにさせる
効果が期待できることも明らかになった。このような
ことからも、自分の機体に思い描いたようなマーキン
グ・ペインティングをさせることは、この授業にとっ
て重要なポイントとなると考えられた。
③のねらいに対して、実際に「紙飛行機をうまく調
整することができ、うまく飛ばせた」学生は１割弱で、
約８割が「何度かうまく飛ばせた」にとどまった。こ
の結果から、さらに数時間、上手に飛ばすための調整
技術および飛行技術を獲得するための時間が必要なこ
とがわかる。ここでの課題として、学生自ら紙飛行機
の調整ができ、うまく飛ばせるようになるための練習
時間の確保が挙げられる。しかし、これ以上授業の日
数を増やすことは、カリキュラム上難しく、新たな授
業を組む、または授業で取り上げる紙飛行機の数を３
機から２機に減らす等の内容変更が必要になることが
表13 無記名アンケートの自由記述欄に書かれた記述
?運動に関する記述>
無理なく楽しめる運動
のんびり体を動かせた
いい運動になる
心身ともにいい運動になった
運動が苦手でも楽しめた
のびのびとグラウンドを走るのは楽しかった
運動は好きではないが、この授業はよかった
?心理面に関する記述>
リラックスできた
のんびりできた
ゆったり楽しめた
ホッとできた
気持ちよかった
今まで受けてきた授業の中で一番癒された
こんな風に気を抜くことが、気分転換になるという
ことに気づけた
心が解放された気分になった
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考えられた。
④のねらいに対して、最終レポートでは、この授業
を受けたことで「生き生きした時間を送れた」、「開放
的でのびのびできた」、「リラックスできた」、「よい気
分転換になった」、「ストレスが解消された」、「癒され
る時間だった」、「運動する楽しさを思い出した」、「楽
しく運動する大切さを感じた」、「リラックスできる時
間を作ることが、健康でいるために必要な時間だと気
づくことができた」、「この時間が唯一の開放的な貴重
な時間だと思えた」等、46名（47.0％）の学生がスト
レス解消やリラクゼーションに関する記述をそれぞれ
の言葉で表現していた。約半数の学生が達成できたと
考える。この点に関してはさらに正確な評価を行うた
め、毎回の授業後に提出されたレポートを解析してい
きたい。
授業のねらい⑷ 「思考・判断」
①現在の気候、気象、地形などについて理解し、適
切な飛行方法を選択することができる。
②自分の紙飛行機の飛び方を観察し、調整方法を工
夫することができる。
③他者との関わりの大切さを感じることができる。
④お互いの練習環境の保全や安全の確保ができる。
⑤自分または他者の失敗から学ぼうと、考えること
ができる。
①のねらいについては、45.3％が「気象条件と飛行
の関係」について興味を持ち、「紙飛行機の調整方法を
理解できた」（18.9％）または「だいたい理解できた」
（75.8％）と回答したが、実際「うまく調整ができ、
うまく飛ばせた」と回答した学生は１割弱であった。
②のねらいについても、紙飛行機の授業において努
力した点として、約７割の学生が「うまく飛ばすため
に試行錯誤した」と回答し、半数以上の学生が「自分
で機体を調整できるよう努力した」と回答しており、
調整方法を工夫し、うまく飛ばそうと努力した姿勢が
みられた。しかし、「うまく調整ができ、うまく飛ばせ
た」学生の割合が少なかったことから、調整時間を増
やしていく必要性が考えられた。
③のねらいについて、無記名アンケートで紙飛行機
を用いた活動の中で心理面にいい影響を与えている時
を質問したところ、57名（60％）が仲間との関わりに
関する項目を選択した。その他「うまく飛んでいる仲
間の飛行機を眺めているとき」（38.3％）、「仲間と競争
しているとき」（18.1％）、「仲間と調整方法を話してい
るとき」（33.0％）の他に、「友達が楽しそうに飛ばし
ているところを眺めているとき」など、他者からの影
響を大きく受けている記述がみられた。また、最終レ
ポートでも40名（40.8％）が他者との関わりについて
ふれ、クラスメイトや友達の他に、教員とのやりとり
についてふれている。さらに、紙飛行機の授業が家庭
でのコミュニケーションにつながっている事実も最終
レポートから明らかになった。直接的な質問がなかっ
たため、ここでのねらいが達成できたかどうか正確に
判断することはできなかったが、授業中は友達やクラ
スメイト、そして教員と積極的に関わる場面が多く見
られ、アンケートやレポートから、半数以上の学生が
他者からの影響を受けていることがわかった。また、
授業の中だけでなく、家に帰ってからも紙飛行機を通
して家族との関わりが生まれた例があり、さまざまな
活動に発展する可能性が明らかになった。
④および⑤のねらいについては、適切な質問項目が
無く、次回の検討課題としたい。
実践者自身が楽しみながら夢中に取り組んだ結果、
その活動がよい運動になったり、心や身体の健康につ
ながったり、という流れは、その活動の継続や実践者
の健康維持につながる理想型と考える。本研究の無記
名アンケートの結果、９割以上の学生が、「軽スポーツ
紙飛行機」の授業を楽しめたと回答した。また、無回
答者１名を除く、94名（99％）の学生が「この授業で
心理面にいい影響を感じた時がある」と答えた。さら
に、83名（87.4％）が「紙飛行機は自己の健康作りに
役に立つと思う」と回答した。しかし、「今後も紙飛行
機を続けていきたい」と考える学生は73名（76.8％）
と８割以下であった。このような結果について、紙飛
行機を続けるにあたって、時間や心の余裕がないこと
や、紙飛行機を飛ばすことができるような広い場所が
ない等の理由が、数名の学生の記述から考えられた。
しかし、「続けていきたくない」理由を明らかにする欄
を設けなかったため、正確な理由を明らかにするには
至らなかった。この点について明らかにしていくこと
が、紙飛行機を用いた運動を普及させていくための重
要な課題だと考える。
最後に、第一報??同様、紙飛行機を用いた授業が大学
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生に与える効果と問題点を図３にまとめた。第一報と
異なる効果としては、他人に与える影響として、友達
が楽しんでいる姿に影響を受けたという例が今回の調
査で初めて明らかになった。自然への意識については、
自然環境問題についてふれる記述がみられた。コミュ
ニケーションについては、紙飛行機を通して、授業の
中だけでなく、家に帰ってからの家族とのコミュニ
ケーションへとつながっていた。
問題点としては、授業の中で調整方法を覚え、うま
く自分の紙飛行機を飛ばせるようになるまでの十分な
練習時間を確保できない点や、学生自身が運動強度を
コントロールすること（特に運動強度を高めること）
の難しさが挙げられた。
紙飛行機を用いた５回の実技の授業が大学生に与え
る影響として、心理面に与える影響は大きく、心の健
康維持の効果が期待された。挙げられた問題点は解決
図３ ?軽スポーツ 紙飛行機」の授業の効果と問題点
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する努力を行い、授業の中だけでなく、受講した学生
の生涯の健康維持につなげられるよう、授業改善に努
めていきたい。最後に授業風景と学生の作品を紹介す
る（写真５～10）。
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注
１）株式会社エー・ジー ホームページ／商品情報／ホワイト
ウイングス
http://www.agport.co.jp/products/toy/whitewings.
html
（あらい よしひろ・たかはし たまみ）
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